






The Cooperation between Mother and Father in Child-rearing :
































































































































































は 2003 年では 66.2％，2008 年では 72.6％，それに対し
て，幼稚園児の父親は 2003 年では 39.6％，2008 年では
49.2％（未満児の父親との差は 23.4ポイント），保育園











（2003 年では 26.1％），保育園以上児の母親では 87.3％









は 13.5％），保育園以上児の父親では 16.9％（2003 年で













幼稚園児では 64.3％から 26.3ポイント減少し 38.0％，



























































親は，2003 年は約 60％強を占めていたのに，2008 年は































































が 8.2ポイント増加し 21.2％，母親が 3.3ポイント増加
し 21.2％，保育園以上児の母親が 4.7％増加し 21.7％，




























































































































図19 働きながら子育てがしたい母親（2003年） 図20 母親の就業希望（2008年）



































































































































は 66.2％，2011 年では 67.2％，2012 年では 71.5％と漸















所得金額は 2003 年が 702.6万円で，2008 年は 688.5 万
円と下がってきている（世帯主が 30∼39歳の１世帯当
たり平均所得金額は 2008 年で 551.3万円）。また，児童
のいる世帯で経済的に苦しいと答えた世帯は 2003 年か



























































































きているか」『発達』114 号 ミネルヴァ書房 2008 年 参照。
２）同上論文 pp. 11∼18 参照。
３）Benesse 教育研究開発センター「第４回幼児の生活アンケー
ト報告書」『研究所報』vol. 6 2011 年 p. 105参照。
４）Benesse 教育研究開発センター「第４回幼児の生活アンケー
ト報告書」『研究所報』vol. 6 2011 年 p. 107参照。
５）中央調査社「父親の育児参加に関する世論調査」『中央調査報』
No. 659 2012 年 http://www.crs.or.jp/backno/No659/6592.
htm
６）Benesse 教育研究開発センター「第４回幼児の生活アンケー
ト報告書」『研究所報』vol. 6 2011 年 p. 95参照。
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